
問
市
民
の
日
常
生
活
の
現
場
を
捉
え
、

市
民
の
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
国
の
方
針
に

基
づ
き
支
援
し
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
が
、

国
の
方
針
に
基
づ
く
市
政
運
営
で
は
、
市

民
は
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
で
主
役
に
な
れ
な

い
と
考
え
る
。
本
市
独
自
の
支
援
制
度
の

創
設
や
予
算
の
確
保
に
向
け
た
考
え
は
。

答
市
長
／
本
市
独
自
の
施
策
及
び
予
算

の
確
保
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
十
月

に
策
定
し
た
総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
沼

津
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す

る
」、「
沼
津
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」、「
時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し

問
高
尾
山
古
墳
の
保
存
と
都
市
計
画
道

路
沼
津
南
一
色
線
の
整
備
に
つ
い
て
、
①

両
立
の
方
針
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
今

の
段
階
で
、
高
尾
山
古
墳
の
保
存
・
活
用

の
た
め
に
必
要
な
整
備
に
つ
い
て
の
寄

附
・
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
集
し
た
こ
と
に

対
す
る
認
識
は
。
②
両
立
を
図
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答
市
長
／
①
高
尾
山
古
墳
の
保
存
に
関

す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
整
備
方
針
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
古
墳
の
保
存
と
道
路
整
備
の
両
立
に

は
、
相
当
な
費
用
が
必
要
と
な
る
。
高
尾

山
古
墳
は
、
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で

を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携

す
る
」と
い
う
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

就
職
、
出
会
い
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、

教
育
な
ど
、
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

施
策
を
掲
載
し
た
。
具
体
的
に
は
、
本
市

の
実
情
に
合
わ
せ
、
沼
津
し
ご
と
応
援
事

業
、
出
会
い
応
援
事
業
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
な
ど
六
十
八
事
業
を
位
置
づ
け

て
い
る
。
各
施
策
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
や

県
の
支
援
策
や
有
利
な
起
債
等
を
最
大
限

活
用
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
も
努
め
、

着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
保
存
・

活
用
の
た
め
に
必
要
と
な
る
費
用
の
大
半

を
沼
津
市
民
が
負
担
す
る
こ
と
は
過
重
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
追
加
費
用

に
充
て
る
市
の
財
源
確
保
を
目
的
と
し
た

寄
附
・
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
②
沼
津
南
一
色
線
整

備
は
、
こ
れ
ま
で
地
元
住
民
を
初
め
、
多

く
の
関
係
者
の
理
解
の
も
と
進
め
て
き
た
。

特
に
、
東
西
の
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
元
住
民
の
二
十
年
来
の
協
力
が

あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
整
備
方
針
を

具
体
的
に
決
定
す
る
ま
で
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
口
　
三
男

片
岡
　
章
一

市民が人生のステージで　　　　　
主役になるための本市独自の支援は

高尾山古墳保存と沼津南一色線の
　　　　両立に対する今後の進め方は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
四
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、
市

長
の
平
成
二
十
八
年
度
施
政
方
針
に
対

す
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
六
つ
の
会

派
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

公
明
党 問

年
間
百
四
十
五
万
人
が
訪
れ
る
沼
津

港
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
本
市
発
展
へ
の
近
道
と
考
え
る

が
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
制
度
の
活
用
に
よ

る
事
業
展
開
と
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大

会
を
本
市
へ
誘
致
す
る
考
え
は
。

答
市
長
／
沼
津
港
は
、
平
成
十
九
年

十
一
月
に
県
内
初
の
み
な
と
オ
ア
シ
ス
と

し
て
認
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
中
部
み

な
と
オ
ア
シ
ス
会
議
の
開
催
や
国
の
大
型

作
業
船
清
龍
丸
の
防
災
訓
練
及
び
見
学
会

等
を
実
施
し
て
き
た
。
み
な
と
オ
ア
シ
ス

制
度
の
活
動
は
、
沼
津
港
へ
の
来
訪
者
が

首
都
圏
を
中
心
と
す
る
中
、
中
京
圏
を
初

め
、
全
国
か
ら
の
来
訪
を
促
進
す
る
貴
重

な
機
会
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

そ
の
一
環
で
あ
る
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国

大
会
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
み
な
と
オ
ア

シ
ス
が
集
い
、
自
慢
の
一
品
を
競
う
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、本
市
は
、鯖
を
使
っ
た
ラ
ー

メ
ン
や
串
団
子
、
ア
ジ
の
干
物
の
素
揚
げ

を
出
品
し
て
き
た
。
こ
の
大
会
は
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
注
目
を
集
め
、
集
客
力
も

向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
地
に
は
、

集
客
に
よ
る
広
域
的
な
経
済
効
果
や
メ

デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
宣
伝
・
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
効
果
等
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
、地
域
と
一
体
と
な
っ
て
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

尾
藤
　
正
弘

Sea 級グルメ全国大会の誘致を 自
民
沼
津

［
代
表
質
問
］
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